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【手続補正書】
【提出日】平成24年3月23日(2012.3.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　この発明に従った加湿装置は、イオン発生部と、気化部と、送風部と、モータと、合流
路とを備える。イオン発生部はイオンを発生させる。気化部は、水を蒸発させて水蒸気を
発生させる。送風部は、気化部に風を送り込む。モータは、送風部を駆動する。合流路は
、イオン発生部によって発生されたイオンを、気化部によって発生された水蒸気を含む空
気に供給する。イオン発生部は、モータにおいて発生する熱によって加熱されるようにモ
ータの近傍に配置されている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　イオンを発生させるイオン発生部は、モータの近傍に配置され、モータにおいて発生す
る熱によって加熱される。イオン発生部がモータにおいて発生する熱によって加熱される
ので、イオン発生部における相対湿度を低く保ち、イオンを発生させやすくすることがで
きる。イオン発生部において発生したイオンは、合流路によって、気化部によって発生さ
れた水蒸気を含む空気、すなわち、加湿空気に供給される。イオンを発生させやすくする
ことによって、加湿空気中に供給されるイオンの量を増やして、加湿空気中のイオン濃度
を高めることができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イオンを発生させるイオン発生部と、
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　水を蒸発させて水蒸気を発生させる気化部と、
　前記気化部に風を送り込むための送風部と、
　前記送風部を駆動するモータと、
　前記イオン発生部によって発生されたイオンを、前記気化部によって発生された水蒸気
を含む空気に供給するための合流路とを備え、
　前記イオン発生部は、前記モータにおいて発生する熱によって加熱されるように前記モ
ータの近傍に配置されている、加湿装置。
【請求項２】
　前記送風部が、前記気化部と前記イオン発生部とに風を送り込む、請求項１に記載の加
湿装置。
【請求項３】
　前記気化部は、気流の流れる方向において前記送風部の上流側に配置され、前記イオン
発生部は、気流の流れる方向において前記送風部の下流側に配置されている、請求項１に
記載の加湿装置。
【請求項４】
　前記イオン発生部と前記気化部と前記送風部と前記モータとが収容される筐体を備え、
　前記筐体には、前記気化部によって発生された水蒸気を含む空気を前記筐体から前記筐
体の外部に吹き出すための吹出口が形成され、
　前記合流路は、前記吹出口の近傍に配置されている、請求項１から請求項３までのいず
れか１項に記載の加湿装置。
【請求項５】
　前記イオン発生部と前記気化部と前記送風部と前記モータとが収容される筐体を備え、
　前記筐体には、前記筐体の外部の空気を前記筐体の内部に吸い込むための吸込口と、前
記気化部によって蒸発された水を含む空気を前記筐体から前記筐体の外部に吹き出すため
の吹出口とが形成され、
　前記吸込口と前記吹出口との間に形成される上流路と中流路と下流路とをさらに備え、
　前記上流路は、前記吸込口から前記中流路に至る流路であり、
　前記中流路は、前記気化部が配置される気化流路部と前記イオン発生部が配置されるイ
オン発生流路部とを含み、
　前記下流路は、前記中流路から前記吹出口に至る流路である、請求項１から請求項４ま
でのいずれか１項に記載の加湿装置。
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